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１．目的  

 我が国でも橋梁に代表される社会資本が着実に蓄積されてきたが、ストックの増大、老朽化に伴って維持管

理費が増大し、今後財政上の負担となることが予想される．公共事業への財政投資が削減されている経済状況

から，新規事業，もしくは更新事業の実施は難しく，現存する構造物が要求性能を満足するように適切に維持

管理していくことが大きな社会問題となっている．国レベルでは橋梁点検を含め維持管理の基本的な考え方や，

その具体的手法論に関しては近年徐々に整備されつつあると言えるが，市町村レベルにおいては，適切に維持

管理されている構造物は極めて少ない．このため，平成 19 年に｢長寿命化修繕計画策定事業補助制度｣１）が創

設され，市町村レベルにおいても，既設橋梁の維持管理の重要性が認知されつつある．しかし、市町村では，

維持管理計画の最も基本となる橋梁点検の実施が遅れているが，予算の制約などにより，一斉に全管理橋梁の

点検を実施することは難しい．本文では，橋梁の基本諸元と利用状況など、比較的容易に入手可能なデータか

ら，市町村の点検優先順位を決定する手法を提案し，吹田市橋梁で適用性を確認したのでここに報告する． 

２．橋梁点検の優先順位決定手法 

橋梁点検の優先順位決定には，橋梁の保有性能と重要度が大きな要因となると考え，以下の手法を提案する． 
2.1 保有性能からみた橋梁の優先順位 

市町村が管理対象とする橋梁は道路橋だけでなく横断歩道

橋や人道橋も多く，架橋条件，橋梁の規格，利用状況等につ

いても多種多様である。したがって，橋梁保有性能評価手法

を市町村レベルに適用させるためには，対象橋梁の保有性能

水準を別途設定する必要があるといえる．この保有性能に関

しては，橋梁を構成する部材のうち，主桁，床版，橋脚，お

よび落橋防止システムの４項目に着目し，示方書の年代や構

造形式等から既設橋梁が現在保有している性能を複雑な構造

計算をすることなく簡易に判定できる手法を既に提案している１）．主桁の事例を以下に示すが，市町村管理路

線では，20t以下で設計したものが多く，25t車両の自由走行を認可していないものが殆どである.また，管理

橋梁には，車両荷重を考慮しない人道橋が多く混在し，これらを車道橋と同列に評価することは困難といえる．

このため，市町村管理橋梁の主桁耐荷力MGについては，表-1に示すように，橋梁が設計された示方書に対して、

走行荷重を25t(B活)荷重，20t荷重，14t荷重，車両通行無し(歩道橋)の4つのカテゴリーに分類した上で評価

している． 同様に，床版（RS），橋脚（RP），落橋防止システム（CS）に関しても，示方書の年代や構造形式

を勘案してそれぞれの点数を算出している．さらに，４項目（主桁，床版，橋脚，落橋防止システム）を等価

に扱うことはできないと判断し，4項目の重み係数をアンケートと学識経験者の意見を踏まえて設定している．

この重み係数を各項目の基本点数に乗じ，保有性能に関する点数LCを式-1のように設定した． 

保有性能に関する点数：LC = 0.8×MG+1.0×RS +0.8×RP+0.6×CS   （式-1） 
2.2 橋梁の重要度からみた橋梁の優先順位 

市町村では，架橋条件についても，河川だけではなく，高速道路，鉄道等を跨ぐものが多くある．道路橋と 

キーワード 点検，優先順位，性能，重要度，市町村 
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表-1 主桁耐荷力点数 MG 
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しての規格も交通の状況から 2 等橋以下のものも多く存在し，国土

交通省や都道府県の橋梁とは規格を異にする．利用状況も，生活道

路から緊急輸送路と多岐にわたる．また，橋梁が落橋した場合には，

付設されているライフラインも機能しなくなる．このため，市町村

においては，地域特性，立地条件，環境条件等による橋梁の重要度

を評価する必要があると考え，市道路管理者との協議，学識経験者

の意見を踏まえ，5 項目の指標を抽出し，これらの重要度評価に関

しては表-2 のように配点を行った．３）総合的な重要度係数の配点に

は，式-2 に示すように各重要度係数の和を用いた．ただし，当初は

5 つの指標は簡略化のため，並列に取り扱うこととしていたが，落

橋した場合に他の交通機関にも影響が大きい路下条件，分断された

場合に市民への大きなライフラインについては重み係数を乗じる

こととした． 

橋梁の重要度：RD = 3.0×κ1＋κ2＋κ3＋κ4＋3.0×κ5   （式-2） 

2.3 橋梁点検の優先順位決定手法 
前節までの 2 つの判断軸（性能，重要度）を総合して点検の優先順位を決定することになるが，これらは既

に重みを考慮しているため，並列に扱うこととする．なお，性能点数（LC）は値が大きいほど安全性が高く，

重要度点数（RD）が大きいほど損傷が発生した時の影響度が大きくなるので，性能点数（LC）を正と考えれ

ば，重要度点数（RD）は負の値となる．これらを考慮すると橋梁点検の優先順位点数 TP は式-3 のように示

すことができる．この優先順位点数 TP が小さいものから点検を行う優先順位が高くなる． 

橋梁点検の優先順位点数：TP  =  +LC －RD     （式-3） 

３．総合的な対策優先順位決定の事例（吹田市） 
市町村レベルにおける橋梁点検優先順位決定手法の実用性を確認するために、吹田市が管理する20m以上の

既設橋梁に適用した．本文では代表的な橋梁の事例のみ示すが，対象橋梁は道路橋だけでなく人道橋も含んで

いる．表-3に対象

とした13橋の各判

断軸の細目別配点

と各項目の配点と

総合的な点数と優

先順位を示してい

る．要求性能を満

足していない橋梁，

重要度が高い橋梁

の優先順位が高く

なっていることが

わかる． 
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土木学会第64回年次学術講演会(平成21年9月)

 

-160-

 

Ⅰ-080

 


